
① 体が透明なわけ 
 

透明だと体が見えにくいですね。誰か

に見つからないようにしていると考

えられます。その敵は眼で獲物をとら

える生物に違いありません。すると魚

ということになりますね。 

 

 

 

 

 

 

            
          ミジンコ大全より 

 

湖にはダフニアよりも大型のノロや

フサカ幼虫などの動物プランクトン

がいますが、どの種も体がとても透明

なのです。魚は動物プランクトンの天

敵のようです。 

② 緑色と赤い色のミジンコ 
 

水の中の酸素が少ない水たまりでミジ

ンコを飼ってみてください。ミジンコ

の体が赤くなってきます。これはヘモ

グロビンの色です。ヘモグロビンは酸

素との結合力が強いため、環境中から

酸素を取り込む効率が高くなります。 

 

魚は酸素不足に弱く、酸素が少ない水

には住むことが出来ません。魚がいな

ければ体が赤くなっても構いません。 

③ 黒い色の耐久卵 
 

ミジンコは魚に食べられないように体

を透明にしています。しかし、泳ぐ力

がとぼしいので、生息している湖から

他の湖に移動することが出来ません。

ミジンコが黒い耐久卵を作るのは、卵

を魚に食べられやすくするためのよう

です。 

 

 
 

 

 

 
           ミジンコ大全より 

ミジンコは世界中の湖に生息していま

す。生息分布を広げる手段として、耐

久卵が生まれ、魚に食べられても簡単

に腸では消化されません。その魚が鳥

に食べられ、他の湖に行って糞をすれ

ば新たな湖に耐久卵が運ばれます。 
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酸素不足の環境にさらされ

てヘモグロビンを作り赤く

なったオオミジンコ 

緑藻を食べて腸が

緑色に見えるオオ

ミジンコ 

 

どうして体が透明なの       ミジンコ百科 ⑪  


